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◇◇◇ アイネス消費生活情報 No.352 2024.4.30 ◇◇◇ 

               消費生活・男女共同参画プラザ（県消費生活センター） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

「契約変更しませんか？」突然やってくる電気・ガスの勧誘に注意！ 

（国民生活センターＨＰより）  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━    

【相談事例】 

⬤「契約変更しませんか？」突然やってくる電気・ガスの勧誘に注意！ 

 4 月から大学生になり、賃貸マンションで一人暮らしをしている。1 週間前、訪問し

てきた事業者から「電気代が安くなるので、検針票を見せてほしい。このマンションの

住民の皆さんにお願いしている」と言われた。検針票を見せるだけならいいと思い、疑

うことなく指示に従った。その後、ネットの口コミで、検針票に記載されている顧客番

号を伝えると勝手に契約先が変更されると知った。名刺は渡されず、事業者名は忘れた。

書面は受け取っておらず検針票を見せただけだ。契約変更するつもりはないので、対処

法を教えてほしい。 

（2023 年 5 月受付 10 歳代 男性 学生） 

⬤「アパート全体の電気契約が変更になる」と言われ契約したが嘘だった 

 訪問してきた事業者から、「アパート全体の電気契約が変更になる」「料金も今よりも

安くなる」と言われたので契約した。しかし実際は、アパート全体で契約先を変更する

ことはなく、電気料は倍近い 5,000 円程になった。勧誘時の説明と全く違うので解約し

たいが、調べると解約手数料が 1 万円かかるとあった。解約料なしで解約したい。 

（2023 年 5 月受付 20 歳代 女性 給与生活者） 

⬤「賃貸アパートの他の住人も契約した」と都市ガスの契約先の変更を勧められ契約した

がクーリング・オフしたい 

 突然、事業者がやってきて「安くなるので賃貸アパートの他の住人全員が契約した」

と都市ガスの契約先の変更を勧められた。賃貸アパートの住人が全員変更するなら、契

約先の都市ガスが使えなくなるのではないかと思い、契約することにした。契約先変更

に伴う説明書は受け取ったが、契約書面はすべて渡し、自分の控は受取っていない。後

から調べて不審に思い、クーリング・オフ通知をメールで送信した。事業者から連絡が

なく、解約できているか心配だ。 
（2023 年 11 月受付 10 歳代 女性 学生） 

＊消費者へのアドバイス＊ 

○新生活を始めた若者を狙った訪問販売に注意！ 

 3～6 月は、1 人暮らしなど新生活を始めた若者を狙った訪問販売に関するトラブル

が増加する傾向にあります。 

 手口としては、訪問してきた事業者が「住民の皆さんにお願いしている」、「他の住人

も契約している」などと勧誘し、契約しなければいけないと消費者に思い込ませるもの

がみられます。また、「料金が安くなる」などのセールストークで契約を勧める電気やガ

スの小売り事業者もいます。中には大手電力会社の関係者と偽って営業したり、目的を
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告げずに「検針票を見せてほしい」と言ってくる事業者もいることから、注意が必要で

す。 

○その場で契約しないでしっかり確認する！安易に個人情報を伝えない！ 

電気やガスの勧誘を含め、突然の訪問で勧誘を受けた場合は、その場で契約せず、ま

ずは訪問してきた事業者名や連絡先、訪問の目的、契約先の事業者名や契約内容などを

しっかりと確認しましょう。名前や年齢などを尋ねてくる事業者もいるので、安易に個

人情報を伝えないようにします。 

 電気やガスの契約について、「アパートやマンション全体で契約変更が必要」などと

言われた場合は、必ず管理人や管理会社に確認しましょう。管理会社に連絡が付かなか

ったり、分からないことがあったりする場合は、親、友人など周囲に相談し、アドバイス

を求めるのも有効です。 

 また、「検針票を見せて」と言われても、すぐに応じないようにしましょう。検針票に

は、契約者の個人情報のほか、電力契約の切り替えに必要な顧客番号や供給地点特定番

号が書かれており、これらの情報で契約変更が可能となります。 

○クーリング・オフができる場合もあります 

 特定商取引法上の訪問販売に該当する場合は、事業者から適法な契約書面※を受け取

ってから 8 日以内であればクーリング・オフできます。クーリング・オフの通知はハガ

キのほか電磁的記録（電子メールなど）でも可能です。 

※事業者が交付した書面に不備がある場合は、『適法な書面』とは言えないため、クーリ

ング・オフ期間のカウントは始まっていないことになります。 

 「料金が安くなる」と言われた際は、必ずプラン内容を確認し、他の事業者が提供する

サービスと比較して検討しましょう。 

○少しでも不安に思ったら早めに消費生活センター等に相談する 

＊消費者ホットライン「188（いやや！）」番 

最寄りの市町村や都道府県の消費生活センター等をご案内する全国共通の 3 桁の電話番

号です。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス） 

   〒870-0037  大分県大分市東春日町１番１号（ＮＳ大分ビル内） 

     TEL：097(534)4034   FAX：097(534)0684 

     ホームページ：http://www.pref.oita.jp/soshiki/13040/ 

     E-mail：oita-shouhi@pref.oita.lg.jp  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

☆ メルマガバックナンバー（これまでの配信内容は、こちらからご覧ください） 

      http://www.pref.oita.jp/site/syohi-senta/mailmaga.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

☆ Facebook で暮らしに役立つ最新情報を発信しています！ 

 ★ Facebook に登録していなくても、見ることができます。 

                 https://www.facebook.com/oita.iness 
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

～「ながら見守り」にご協力ください～ 

 子ども達を犯罪被害から守るために、「気楽に」「気長に」「危険なく」自分のペースに

あわせた見守り活動を始めてみませんか？ 

 ウォーキングや犬の散歩、花の水やり、仕事などをし「ながら」、子どもを見守り、

不審者を地域のコミュニティに入らせないようにしましょう。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【消費生活に関するご相談は･･･】 

☆ 市町村の消費生活相談窓口  

  県下すべての市町村で、消費生活センターや相談窓口が設置されています。 

  次の消費者ホットラインは、全国どこでも、お近くの市町村や県の相談窓口をご案内しま

す。お気軽にご相談下さい。 

  《 消費者ホットライン：１８８ 》 

☆ 大分県の消費生活相談窓口   ※メールやファックスでは受付しておりません。 

 ◇ 消費生活等相談（契約、販売方法、多重債務、消費生活に関する相談） 

  ・ 受付時間：月～金曜日（祝、休日をのぞく）９：００～１７：３０ 

  ・ 相談電話：０９７－５３４－０９９９ 

  ◇ 消費生活日曜相談 

  ・ 受付時間：日曜日（第３日曜をのぞく）１３：００～１６：００ 

  ・ 相談電話：０９７－５３４－０９９９（電話相談のみ） 

 ◇ 食品表示１１０番（不審な食品表示に関する情報、食品表示に関する質問など） 

  ・ 受付時間：月～金曜日（祝、休日をのぞく）９：００～１６：３０ 

  ・ 相談電話：０９７－５３６－５０００ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

☆ メルマガ登録者を募集しています！ 

  配信ご希望の方は、お名前、市町村名、「ＰＣ版または携帯版」の配信希望と書いて、 

下記メールアドレスあて送信してお申し込みください。（配信停止も同様） 
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  ○申込先 → iness.csm@pref.oita.jp  （メルマガ専用アドレス） 




